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本日の内容

1. 昨年度までの経過について
2. 薬局における健康情報の提供状況等に関する
実態調査について

3. 健康情報拠点として薬局に求められる機能に
ついて
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薬剤師が担うチーム医療と地域医療の調査とアウトカムの評価研究
在宅医療・かかりつけ薬局推進班の概要

研究代表者：東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 安原眞人
在宅医療・かかりつけ薬局推進班分担研究者：

北里大学 薬学部 吉山友二（初年度）
名城大学 薬学部 長谷川洋一（２年度）

研究目的：地域において在宅医療を提供する薬局薬剤師が、地域医療・地域保
健に積極的に関与するための基準を策定することで、薬局が在宅医療
を推進しつつ、本来のかかりつけ薬局機能を十分発揮できるようにする
ことである。

初年度の事業：「かかりつけ薬局機能をもった在宅医療提供薬局」を推進するた
めの新たな基準を作成し、その妥当性を評価することとし、平成２６年１
月に「薬局の求められる機能とあるべき姿」の報告書を公表した。

２年度の事業：「薬局の求められる機能とあるべき姿」の報告書に基づき、在宅
医療を含めた地域包括ケアシステムの中でセルフメディケーションの推
進に資する薬局のあり方について、調査検討する。

平成25年度厚生労働科学研究費補助金
医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス研究事業
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「薬局の求められる機能とあるべき姿」の公表について
• 近年の社会情勢の変化を踏まえた望ましい形のかかりつけ薬局を推進するための指針と
して、厚生労働科学研究事業※により「薬局の求められる機能とあるべき姿」がとりまとめら
れた（平成26年１月 日本医療薬学会公表）。
※ 「薬剤師が担うチーム医療と地域医療の調査とアウトカムの評価研究」（主任研究者：安原眞人・東京医科歯科大学医学
部附属病院薬剤部教授、一般社団法人日本医療薬学会会頭）

• 主な内容

【薬局・薬剤師に求められる機能に関する基本的な考え方】

1. 最適な薬物療法を提供する医療の担い手としての役割が期待

2. 医療の質の確保・向上や医療安全の確保の観点から、医療機関等と連携してチーム医療を積
極的に取り組むことが求められる

3. 在宅医療において、地域における医薬品等の供給体制や適切な服薬支援を行う体制の確保・
充実に取り組むべき

4. 医薬品や医療・衛生材料等の提供拠点としての役割に留まらず、後発医薬品の使用促進や残
薬解消といった医療の効率化について、より積極的な関与も求められる

5. セルフメディケーションの推進のために、地域に密着した健康情報の拠点として積極的な役割
を発揮すべき

6. 患者の治療歴のみならず、生活習慣も踏まえた全般的な薬学的管理に責任を持つべき

⇒ 基本的な考え方の下、薬局が備えるべき基本的体制及び薬学的管理の在り方について、確保
すべき又は取り組むべき項目を示している。

※ 一般社団法人日本医療薬学会 「薬局の求められる機能とあるべき姿」の公表について

http://www.jsphcs.jp/cont/14/0107-1.html
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•地域ニーズに応じた医薬
品の供給（一般用・要指導
医薬品含む）

•医療、衛生材料の販売
•介護用品の販売

•日中８時間以上
•休日や夜間対応

•保険薬局や各種公費
負担制度の指定

•麻薬の小売
•医療機器の販売

【許可】 【開局時間】

【備蓄・供給】【構造・設備】
•広い調剤室、待合室
•バリアフリー
•プライバシー配慮
•全面禁煙
•無菌調剤設備

【地域医療】

•地域保健医療への貢献
•災害時の医薬品の供給拠
点機能

•不要医薬品、使用済み注
射針の回収

【人的機能】

•生涯学習への積極的な取
組

•数量シェア６割以上

•在宅での薬剤管理指導
•多職種との情報共有、
連携

•残薬確認、残薬解消の取
組

•定期的な服薬状況、副作
用等の確認

【薬学的管理】 【在宅医療】

【後発品】 【健康情報拠点】

•健康や介護、生活習慣
全般等に関する相談応
需

【その他】

•副作用等の報告

求められる

機能

「薬局の求められるべき機能とあるべき姿」の公表について（平成26年1月21日薬食総発0121第1号）

「薬局の求められるべき機能とあるべき姿」における主な機能
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•副作用等の報告
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「薬局の求められるべき機能とあるべき姿」の公表について（平成26年1月21日薬食総発0121第1号）

「薬局の求められるべき機能とあるべき姿」における主な機能

健康情報拠点として考えられる役割

・地域住民が日常的に気軽に立ち寄ることができるという薬局の特性を活かし、薬局利用者本人又
はその家族等からの健康や介護等に関する相談を受け、解決策の提案や適当な行政・関係機関
(当該地域の市役所等の相談窓口、医療機関、保健所、福祉事務所、地域包括支援センター等)
への連絡・紹介を行っていること。
・栄養・食生活、身体活動・運動、休養、こころの健康づくり、飲酒、喫煙など生活習慣全般に係る
相談についても応需・対応し、地域住民の生活習慣の改善、疾病の予防に資する取組みを行って
いること。
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薬局における健康情報提供状況等に関する実態調査

○ 本来あるべき「かかりつけ薬局機能をもった健康情報拠点薬局」を推進するために、
薬局における健康情報等の提供状況や、要指導医薬品、一般用医薬品等の取扱い状
況等を把握することを目的として調査（平成26年度調査）を実施した。

○調査対象：公益社団法人 日本薬剤師会 セルフメディケーション・サポート薬局※（９６９薬局）
及び保険調剤・サポート薬局※（１，０２３薬局）の計１，９８２薬局を母集団として、
計１，０００薬局（セルフメディケーション・サポート薬局５００薬局、保険薬局５００薬局）
を無作為抽出して調査対象とした。

○調査方法：対象薬局の開設者又は管理薬剤師による自記式アンケート調査
郵送発送・ＦＡＸ発送

○調査基準日：平成２６年７月１日（火）

○実施時期：平成２６年７月３１日(木)～９月３日（水）

○回収状況
セルフメディケーションサポート薬局 回収率４４．６％（２２３／５００）
保険調剤サポート薬局 回収率５５．４％（２７７／５００）
合計 回収率５０．０％（５００／１，０００）

概要

※ 保険調剤・サポート薬局、セルフメディケーション・サポート薬局とは、それぞれ「保険調剤」「セルフメディケーション」に関する日本薬剤師会の
調査に協力する薬局として都道府県薬剤師会から推薦された薬局。 11

調査結果の概要（従業者数－その１－）

19.6%

30.8%
16.2%

12.6%

6.4%
4.4%
2.8%

1.8% 1.4%
4.0% 1人以上2人未満

2人以上3人未満

3人以上4人未満

4人以上5人未満

5人以上6人未満

6人以上7人未満

7人以上8人未満

8人以上9人未満

9人以上10人未満

10人以上

60.2%

0.2%

25.0%

6.6%
4.6% 2.6% 0.2% 0.4%

0.2% 0人

0人超1人未満

1人以上2人未満

2人以上3人未満

3人以上4人未満

4人以上5人未満

5人以上6人未満

6人以上7人未満

7人以上

平均値： ３．５人
中央値： ２．５人
標準偏差：３．１人

平均値： ０．７人
中央値： ０．０人
標準偏差：１．１人

1施設当たりの薬剤師数（常勤換算）
（N=500）

1施設当たりの登録販売者数（常勤換算）
（N=500）

注：平成26年7月1日現在 注：平成26年7月1日現在
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調査結果の概要（従業者数－その２－）

17.4%
0.4%

23.6%

17.6%

18.0%

10.0%

4.6%
3.8%

2.0%0.6% 0.6%
1.4%

0人

0人超1人未満

1人以上2人未満

2人以上3人未満

3人以上4人未満

4人以上5人未満

5人以上6人未満

6人以上7人未満

7人以上8人未満

8人以上9人未満

9人以上10人未満

10人以上

平均値： ２．４人
中央値： ２．０人
標準偏差：２．５人

1施設当たりのその他の職員数（常勤換算）
（N=500）

注：平成26年7月1日現在
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調査結果の概要（処方箋受付回数、集中率）

1.2%

22.0%

19.4%

19.2%

16.0%

7.8%

3.0% 10.2%

1.2%

0回

1-500回

501-1000回

1001-1500回

1501-2000回

2001-2501回

2501-3000回

3001-回

無回答

1.2% 1.0%
6.8%

11.0%

10.2%

7.0%

6.4%
8.2%

7.6%

14.6%

24.4%

1.6% 0%
0%超10%未満
10%以上20%未満
20%以上30%未満
30%以上40%未満
40%以上50%未満
50%以上60%未満
60%以上70%未満
70%以上80%未満
80%以上90%未満
90%以上
無回答

平均値： １，４５９．３回
中央値： １，１７３．５回
標準偏差：１，４９０．２回

平均値： ６１．３％
中央値： ６６．１％
標準偏差：２９．２％

処方箋集中率（N=500）1施設当たりの処方箋受付回数（N=500）

注：平成26年6月1か月間注：平成26年6月1か月間
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15
要指導医薬品・一般用医薬品の平均値は１７３品目、中央値７２品目である。

調査結果の概要
（要指導医薬品・一般用医薬品の１薬局当たり取扱い品目数）

注：平成26年7月1日現在
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16
衛生材料・介護用品の平均値は７４品目、中央値３３品目である。

調査結果の概要
（衛生材料・介護用品の１薬局当たり取扱い品目数）

注：平成26年7月1日現在
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調査結果の概要（相談対応の実績）

25%
20%

9%
6%

1%
5%

2%
0%

1%
1%

3%
5%

3%
1%
1%

5%
12%

0人
1-10人

11-20人
21-30人
31-40人
41-50人
51-60人
61-70人
71-80人
81-90人

91-100人
101-200人
201-300人
301-400人
401-500人

501-人
無回答

0 0.05 0.1 0.15 0.2 0.25 0.3

平均値： １２４．１人
中央値： １０人
標準偏差：４０６．３人

過去半年間相談対応した利用者の述べ人数(N=500)

注：平成26年7月1日現在
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調査結果の概要（受診勧奨の実績）

34%

29%

12%

4%

6%

1%

4%

0%

1%

4%

6%

0人

1-5人

6-10人

11-15人

16-20人

21-25人

26-30人

31-35人

36-40人

41-人

無回答

0 0.1 0.2 0.3 0.4

OTC購入希望者以外

OTC購入希望者

OTC購入希望者
平均値： ８．９人
中央値： ２人
標準偏差：１９．９人
OTC購入希望者以外
平均値：１１．１人
中央値：４人
標準偏差：２２．２人

過去半年間受診勧奨した利用者の述べ人数(N=500)

注：平成26年7月1日現在
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調査結果の概要（他機関との連携の実績）

61%

7%

8%

8%

0%

4%

6%

1%

1%

2%

2%

0人

1-5人

6-10人

11-15人

16-20人

21-25人

26-30人

31-35人

36-40人

41-人

無回答

0 0.2 0.4 0.6 0.8

平均値：２．３人
中央値：０人
標準偏差：６．７人

過去半年間他機関との連携を行った利用者の述べ人数(N=500)

注：平成26年7月1日現在
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本日の内容

1. 昨年度までの経過について
2. 薬局における健康情報の提供状況等に関する
実態調査について

3. 健康情報拠点として薬局に求められる機能に
ついて
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健康情報拠点薬局の位置付け、考え方（案）

○ 「健康情報拠点薬局」を考えるにあたっては、その位置付けや考え方を明確に
する必要がある。
○ その位置付けや考え方には、「薬局の現状の問題点」や「日本再興戦略」に
おける記載が参考になるのではないか。
【薬局の現状の問題点】
・一般用医薬品を取り扱わない薬局が多数
・薬局の業務も処方箋に基づく調剤業務が殆ど
・地域の健康づくりの拠点になるような取組が不十分
・医薬分業についての十分な理解が得られていない

【日本再興戦略】（平成25年6月14日 閣議決定）【抜粋】
・予防・健康管理の推進に関する新たな仕組みづくり
「薬局を地域に密着した健康情報の拠点として、一般用医薬品等の適正な使用に関する助言や
健康に関する相談、情報提供を行う等、セルフメディケーションの推進のために薬局・薬剤師の

活用を促進する。」
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・ 調剤による薬剤の提供はもとより、要指導医薬品、一般用医薬品等の適正な
使用に関する助言や健康に関する相談、情報提供を積極的に行う。

・ かかりつけ医を中心とした多職種連携の中で地域に密着した健康情報の拠点と
しての機能を果たす。

・ 国民の病気の予防や健康づくりに貢献している。 21

•地域ニーズに応じた医薬
品の供給（一般用・要指導
医薬品含む）

•医療、衛生材料の販売
•介護用品の販売

•日中８時間以上
•休日や夜間対応

•保険薬局や各種公費
負担制度の指定

•麻薬の小売
•医療機器の販売

【許可】 【開局時間】

【備蓄・供給】【構造・設備】
•広い調剤室、待合室
•バリアフリー
•プライバシー配慮
•全面禁煙
•無菌調剤設備

【地域医療】

•地域保健医療への貢献
•災害時の医薬品の供給拠
点機能

•不要医薬品、使用済み注
射針の回収

【人的機能】

•生涯学習への積極的な取
組

•数量シェア６割以上

•在宅での薬剤管理指導
•多職種との情報共有、
連携

•残薬確認、残薬解消の取
組

•定期的な服薬状況、副作
用等の確認

【薬学的管理】 【在宅医療】

【後発品】 【健康情報拠点】

•健康や介護、生活習慣
全般等に関する相談応
需

【その他】

•副作用等の報告

求められる

機能

「薬局の求められるべき機能とあるべき姿」の公表について（平成26年1月21日薬食総発0121第1号）

「薬局の求められるべき機能とあるべき姿」における主な機能
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•地域ニーズに応じた医薬
品の供給（一般用・要指導
医薬品含む）

•医療、衛生材料の販売
•介護用品の販売

•日中８時間以上
•休日や夜間対応

•保険薬局や各種公費
負担制度の指定

•麻薬の小売
•医療機器の販売

【許可】 【開局時間】

【備蓄・供給】【構造・設備】
•広い調剤室、待合室
•バリアフリー
•プライバシー配慮
•全面禁煙
•無菌調剤設備

【地域医療】

•地域保健医療への貢献
•災害時の医薬品の供給拠
点機能

•不要医薬品、使用済み注
射針の回収

【人的機能】

•生涯学習への積極的な取
組

•数量シェア６割以上

•在宅での薬剤管理指導
•多職種との情報共有、
連携

•残薬確認、残薬解消の取
組

•定期的な服薬状況、副作
用等の確認

【薬学的管理】 【在宅医療】

【後発品】 【健康情報拠点】

•健康や介護、生活習慣
全般等に関する相談応
需

【その他】

•副作用等の報告

求められる

機能

「薬局の求められるべき機能とあるべき姿」の公表について（平成26年1月21日薬食総発0121第1号）

健康情報拠点薬局に求められる主な機能

「健康情報拠点薬局」では、「あるべき姿」に比べて、医療面での取組を基本としつつ、地域住民の
健康保持・増進により重点を置くものとし、果たすべき機能も、医薬品の適正使用・健康相談応需や
かかりつけ医を中心とした多職種連携に資するものとして位置付けるべきではないか。

OTC薬品目数？
衛生材料、介護用
品品目数？

セルフメディケーション
研修を受講した薬剤師
の配置？

OTCOTCや健康に関する
相談応需？

地域の医療介護行政
との情報共有、連携？

プライバシーの配慮？

日中８時間
以上？

地域保健
医療への
貢献？

多職種との
情報共有、
連携？
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